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研究成果の概要（和文）：本研究では，2013 年に日本を含む先進国共通の重要な課題となり，その取り組みが
模索されている「オープンデータ」をめざした社会の変化と，一般市民による「カウンターマッピング（対抗的
マッピング）」との関係について研究を行った．研究代表者ならびに分担者は、カウンターマッピングの状況に
ついての国内外の事例やその理論的な位置づけについて整理し．東日本大震災以降のカウンターマッピング事例
について研究してきた．この研究を土台としつつ，近年日本でも始まったオープンデータ化の流れによってカウ
ンターマッピングがどのように進展し，またどのような質的変化を遂げているかについて研究を実施した。

研究成果の概要（英文）：This study investigates the relationship between the changes for "open data 
society" and the counter-mapping. The open data means that the data should be freely available to 
everyone to use and republish as they wish, without restrictions from copyright, patents or other 
mechanisms of control. The open data is now to be the important issues among developed countries. On
 the other hand, the counter-mapping activities (the mapping by ordinary people against authority 
mapping) has been apparent in Japan after 2011 great east japan earthquake situation partly because 
there were no detailed disaster information and the doubt about the information from the 
authorities. We investigated the counter-mapping plactices from the aspect of data collecting, 
sharing method of maps, and quality of maps. We analyzed the progress and limit of counter-mapping 
activities in Japanese society and effects to counter-mapping activities from Japanese open data 
movement by national/local government or citizens.

研究分野：地理学
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様	 式	 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通）	

１．研究開始当初の背景 
①	 研究の学術的背景 
	 2013 年の G8 首脳会談で採択された「オー
プンデータ宣言」により，日本を含む先進国
で，行政・民間・市民が作成してきたさまざ
まなデータを自由な二次利用を含むライセ
ンスによって，だれでも，どんな目的でも簡
単に利用可能になる「オープンデータ」が重
要な社会的な課題として浮上してきた（日本
学術会議	 2014）． 
	 一方，「クリティカル GIS (Critical GIS)」
（Schuurman 1999）と呼ばれる GIS と社会
をめぐる諸問題についての海外の議論が日
本でも紹介され（若林・西村 2010），また，
クリティカル GIS の一部をなす市民参加型
GIS（public participatory GIS）が日本でも
盛んになってきている．市民参加型 GIS のう
ち，特に人々の土着・ローカルな知識を，住
民自身が日常生活の中でデータ化・可視化す
ることで，政府や企業が主導する地図に対抗
するようなマッピングを行うことは「カウン
ターマッピング(counter-mapping：対抗的マ
ッピング)」と呼ばれている（Sieber, 2006）
が，カウンターマッピングの実践的な取り組
みが，日本でも東日本大震災を契機にみられ
るようになってきている． 
	 従来，地理情報は，そのデータの収集や地
図化・分析に高価なハードウェアやソフトウ
ェアが必要であったことから，GIS データを
取り扱う研究者やコンサル業者・行政などに
所属する専門家が取り扱うものとされてき
た．しかし，近年，FOSS4G（Free and Open 
Source Software for Geospatial）と呼ばれる
オープン・自由に利用可能な GIS ソフトウェ
アの開発が進展するとともに，Google Maps
／Earthなどのweb APIを用いた地理情報の
表示や簡単な分析が可能になりデータ収
集・地図化・分析が簡便に行うことの可能な
技術開発が進んでいる．また，スマートフォ
ンや Twitter などの SNS （ソーシャルネッ
トワークサービス）の普及などによって，位
置情報やそれに付随したさまざまな地物の
属性情報や画像などを統合的に記録し，保
存・公開可能な仕組みが整いつつある．つま
り地理情報は「ネオジオグラファー」（Turner 
2006，瀬戸 2010）と呼ばれる一般市民のも
のとなりつつある． 
	 このような地理情報は，特に Web 上でつ
くられ，蓄積されており，一般に公開可能な
状態に置かれていることが多い．特に web 共
有型のボランティアによって作成される地
理的データは，｢ボランタリーな地理情報｣
（Volunteered Geographic Information：
VGI）と呼ばれている（Goodchild	 2007，
瀬戸 2010）．こうした活動は，オープンスト
リートマップファウンデーションジャパン
（OSMFJ）といった財団組織の設立にみら
れるように，近年日本でも活発化している． 
	 また，このような自由に利用可能な地図を
ベースマップとして，東日本大震災において

発生した福島原発事故に関わり，福島県にお
いて独自に放射線線量を測定し，マッピング
する活動が行われている．東日本大震災では，
このような市民によるボトムアップ型の地
図作成や分析が行われる一方で，政府や地方
行政による地図作成が行われ，公開されるな
ど，GIS で作成された地図を巡って，その正
統性や政治性が複雑にせめぎ合う状況がみ
られる． 
 
２．研究の目的 
	 ①で述べた議論を踏まえ，本研究では，近
年その動きが活発化しているオープンデー
タとそれらを利用した一般市民による「カウ
ンターマッピング（対抗的マッピング）」の
関係について研究を行う．具体的には，オー
プンデータとカウンターマッピングの関係
についての理論的な位置づけについて，特に
海外と日本の事例を比較しながら整理する．
また，オープンデータとカウンターマッピン
グの関係を端的に示すいくつかの事例地域
を取り上げ，その活動の詳細やオープンデー
タの公開状況やその利用方法，地図の作成・
公開方法，さらにどのような政治的なアクセ
スを行ったのかについて把握する．これらの
事例を元に，GIS を介して，オープンデータ
とカウンターマッピングがどのような関係
にあるのか，またその今後の方向性・可能性，
限界について明らかにする．この目的のため
に，以下の３つの研究フェイズに分けて研究
を行う． 
 
（１）オープンデータとカウンターマッピン
グの関係に関する理論的位置づけに関する
研究 
	 オープンデータは，G8 で宣言されたもの
の，先進国で共通した取り組みが行われてい
るわけでなく，その実行の方法は国ごとにさ
まざまであり，データのオープン化の程度も
異なる．一方カウンターマッピングとは，現
況の地域計画や都市計画，行政や企業の開発
手法に対抗するような批判的なアプローチ
に基づく地元住民による多様な地図作成と，
政治的アプローチを含む概念であると考え
られ，オープンなデータの入手可能性によっ
て，地図作成の可能性は変化すると考えられ
る．特に海外でのオープンデータとカウンタ
ーマッピングの関係について事例を収集す
るとともに，それらの理論的な位置づけやス
タンスの差異などに関する分類を行うこと
で，オープンデータとカウンターマッピング
の関係についての理論的な位置づけに関す
る研究を行う． 
（２）日本におけるオープンデータの進展に
関する研究 
	 2013 年のＧ８による「オープンデータ宣
言」以降，日本でも広まりつつあるオープン
データについて，日本におけるいくつかの事
例を収集するとともに，その実態に関して，
インタビュー調査・メールやソーシャルメデ



ィアなどを用いた調査，現地調査などを行う．
日本国内でも政府の省庁によって異なるオ
ープンデータ，特に地理情報を含むオープン
データの公開状況，また地方自治体によって
も取り組みの程度はさまざまであることか
ら，オープンデータ化の拡散がどのようなメ
カニズムで進展しているのかについて，その
地理的差異，拡散の状況を地理的に分析する． 
（３）オープンデータを利用したカウンター
マッピングの事例研究とその社会的意義・限
界についての研究 
	 カウンターマッピングは，トップダウン型
の情報収集や対抗して，個々人の生活空間を
基礎としたボトムアップ型の情報を収集し，
分析するという特徴を持つ．オープンデータ
を利用して作成・公開された地図のスケール
や，描かれた地物，データの解像度，それら
の表象の方法などの面からこのようなカウ
ンターマッピングの特質について議論を行
う．また，こういったカウンターマッピング
がどのような社会的な意味をもたらしてい
るのか，特に地域におけるどのような政治参
加を現実にもたらしているのかについて考
察を行う． 
 
３．研究の方法 
	 本研究の３つの研究フェイズのうち，平成
27〜28 年度においては，（１）オープンデー
タとカウンターマッピングの関係に関する
理論的位置づけに関する研究を中心に行う，
また，同時に平成 27〜28 年度において，（２）
日本におけるオープンデータの進展に関す
る研究を進めるために現地調査を行う．	
	 以上の調査を統合する形で，平成 29 年度
において（３）オープンデータを利用したカ
ウンターマッピングの事例研究とその社会
的意義・限界についての研究を行う．平成27
年度・28 年度に行った調査を平成 29 年に取
りまとめて，国内外の学会で発表するととも
に，学会論文への投稿・成果報告書の作成を
行う．	
【平成 27年度】	
（１）オープンデータとカウンターマッピン
グの関係に関する理論的位置づけに関する
研究	
	 まず，特に海外を中心とするオープンデー
タとカウンターマッピングの状況について
の理論的な位置づけについて整理する．		
	 この調査は，以下の２つに分けられる．	
	 １）海外のオープンデータに関する事例の
収集・分類	
	 ２）欧米のオープンデータとカウンターマ
ッピングの関係に関する理論的な位置づけ
に関するレビュー	
	
（２）日本におけるオープンデータの進展に
関する研究	
	 2013 年以降日本で進展しつつあるオープ
ンデータについていくつかの事例地域を取
り上げ，その活動の詳細や契機，オープンデ

ータの地理的な拡散について把握する．		
	 この調査は，以下の２つに分けられる．	
	 １）公開・共有されているオープンデータ
の分析	
	 ２）現地インタビュー調査などによるオー
プンデータ化に関する状況の分析	
	
【平成 28年度】	
	 平成 27年度に作業を行った（１）（２）に
ついては引き続き調査を行う．研究の力点は，
特に（２）日本におけるオープンデータの進
展に関する研究を中心に据えて，事例調査を
中心に研究を行う．	
	
【平成 29年度】	
（３）オープンデータを利用したカウンター
マッピングの事例研究とその社会的意義・限
界について	
	
以上の研究フェイズをまとめると，下記の図
となる．	
	

	
	
４．研究成果	
【平成 27年度】	
（１）オープンデータとカウンターマッピン
グの関係に関する理論的位置づけに関する
研究	
	 特に海外を中心とするオープンデータと
カウンターマッピングの状況についての理
論的な位置づけについて整理した．	
１）海外のオープンデータに関する事例の収
集・分類	
	 特に海外でのさまざまなオープンデータ
に関する事例を収集した．欧米などの先進国
で行われているオープンデータ，途上国で行
われているオープンデータの両者に関する
事例を網羅的に収集し，それらの目的・作成
主体・データの内容・地図作成に利用したシ
ステム・それに関わる政治的なプロセスなど
の面から分類・整理を行った	
２）欧米のオープンデータとカウンターマッ
ピングの関係に関する理論的な位置づけに
関するレビュー：オープンデータに関する各
種の論文・書籍などの整理によってオープン
データに関わる研究の収集・整理を進めると
ともに，オープンデータとカウンターマッピ
ングの関係についての理論的な位置づけを
レビューした．	
（２）日本におけるオープンデータの進展に
関する研究	
	 2013	年以降日本で進展しつつあるオープ
ンデータについていくつかの事例地域を取



り上げ，その活動の詳細や契機，オープンデ
ータの地理的な拡散について把握した．オー
プンデータは，国で行われている様々なデー
タの公開において，取り組まれる一方で各地
方自治体レベルでは，特にオープンデータ化
を義務化するような法律が不在であること
もあって，地域差が著しく，公開されている
データの内容もばらばらである．オープンデ
ータの公開が各地域レベルでどのように行
われているのかについてデータを収集し分
析した．	
	
【平成 28年度】	
（２）日本におけるオープンデータの進展に
関する研究	
	 2013	年以降日本で進展しつつあるオープ
ンデータについていくつかの事例地域を取
り上げ，その活動の詳細や契機，オープンデ
ータの地理的な拡散について把握した．オー
プンデータは，国で行われている様々なデー
タの公開において，取り組まれる一方で各地
方自治体レベルでは，特にオープンデータ化
を義務化するような法律が不在であること
もあって，地域差が著しく，公開されている
データの内容もばらばらである．オープンデ
ータの公開が各地域レベルでどのように行
われているのかについてデータを収集し分
析した．	
	 とりわけ以下のパートの研究を行った．	
２）現地インタビュー調査などによるオープ
ンデータ化に関する状況の分析	
	 オープンデータへの取り組みについては
地域差が大きく，これには，地域の政治的な
状況が大きな影響を与えており，トップダウ
ン型・行政主導・地域住民の主導などさまざ
まな場合があると考えられる．どのような主
体がこういったオープンデータ化を進めて
いるのか，どのような手段で公開に至ってい
るのか，状況や政治的なチャネルの利用，そ
の結果などに関して詳細なインタビュー調
査などを含む調査を行った	
	
【平成 29年度】	
（３）オープンデータを利用したカウンター
マッピングの事例研究とその社会的意義・限
界について	
	 カウンターマッピングは，トップダウン型
の情報収集や対抗して，個々人の生活空間を
基礎としたボトムアップ型の情報を収集し，
分析するという特徴を持つ．こうしたカウン
ターマッピングにオープンデータ化がどの
ような影響を与えたのか，日本国内における
いくつかの事例を収集し，オープンデータを
利用して作成・公開された地図がどんなもの
か，描かれた地物，データの解像度，それら
の表象の方法などの面から整理した．また，
こういったカウンターマッピングがどのよ
うな社会的・政治的な意義をもたらしている
のか，特に地域におけるどのような政治参加
を現実にもたらしているのかについて考察

を行った．これらの事例を考察することによ
って，オープンデータを利用したカウンター
マッピングという形態を通じて地理情報が
現実社会の中でどのように受容されている
のか，またその方向性・可能性やその限界に
ついて議論を行った．	
	 カウンターマッピングに関する事例と理
論的位置づけに関する研究を中心とした展
望論文の執筆・学術雑誌への投稿については、
研究分担者と共に執筆を現在進めている．	
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